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推薦理由： 
 

元素分配型の地質温度計を高温変成岩に適用する場合、最高変成時以降の冷却時における元素拡

散の影響を強く被ることが知られている。本研究はこの欠点を解消するために、ケイ酸塩鉱物内で

2価や3価の元素に比べて拡散速度が遅い4価元素であるTiに注目し、グラニュライト相に相当する

高温高圧条件下（7–23 kbar、850–1300 ℃）での実験により斜方輝石、ルチル、石英と共生するざ

くろ石中のTi含有量を決定し、その解析結果からざくろ石中のTi含有量をもとにした地質温度計を

提案したものである。この手法を南極の超高温変成岩体に適用した結果、過去の研究報告と調和的

な温度結果が得られている。地質学的な適用範囲には制限があるものの、今まで温度決定が難しか

ったグラニュライト相変成岩のピーク変成条件の解析に応用されることが期待される。このような

一般性・普遍的価値の高い論文がJMPSに掲載される機会は多くはなく、論文賞候補として推薦す

るのにふさわしいと考えられる。 
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